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SNSを通して犯罪被害に遭う小・中学生 増加

警察庁によると、2023年の1年間にSNSがきっかけとなって事件に巻き込まれた18歳未満

の子どもは1665人で、8割以上が中・高生ですが、近年目立つのが小学生の被害です。令和５年

の小学生被害は大幅に増加して139人に上り、10年前に比べて３倍以上となっています。被害を

受けた小学生の最年少は8歳で、高学年になるにつれて増加傾向にあります。

SNSがきっかけで子どもが犯罪に巻き込まれた事案のうち、最も多かった犯罪は児童ポルノ（18

歳未満の子どものわいせつな写真・動画等の所持・提供等）でした。他には重要犯罪の不同意性交等

などの性被害も大幅に増加しています。また、小学生が容疑者と知り合ったSNSのうち、オンライ

ンゲームで知り合って被害にあう事例も多く、中高生に比べると、オンラインゲームが性被害の入り

口になる割合が高くなっています。小学生へのスマートフォンの普及が影響しているとみています。
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○ インターネットやオンラインゲーム等で知り合った相手に性的な画像を送ったことから、「拡散す

る」と脅され金品や性的行為を要求される被害が多数発生しています。

○ 年齢や性別を偽った相手に、言われるがまま写真や個人情報を送ってしまい、最後まで相手を同

年代の異性だと思い込んだまま、誰にも相談できず被害にあう事例も多く発生しています。

子どもは「犯罪」を認識したり被害を打ち明けることが難しい場合があります。

子どもを被害から守るため、日頃からコミュニケーションをとり、子どもの異変やＳＯＳに いち

早く気がつくことが大切です。

家庭における対応

〇 日頃から家庭の中で子どもとの対話を大切にする。

〇 スマホ利用のルールを子どもと一緒に家庭で作る。

〇 『フィルタリング』や『ペアレンタルコントロール』を利用する。

学校における対応

〇 先生方も、関係サイト（文部科学省『生命の安全教育』・警察庁『なくそう子供の性被害。

対策のための啓発資料』等）で必要な知識を得ることができます。是非、ご活用ください。

子どもを守るために


